
⼀般社団法⼈
農林⽔産振興機構の⽬的
AFFA “Agriculture, Forestry and Fisheries Agency”
私達は、我が国の⾷料⾃給率の向上と純国産エネルギー創造のために、⼈材の育成、
既存技術の⾰新をもって、⽇本の農林⽔産業発展に役⽴つ事業推進することを⽬的とします。

⼟から未来へ 森からエネルギーへ 海を持続可能に保つ

⾃然循環を⾒直し、⽊くずや⾷品残渣
などから⼟壌を豊かに。健康な農地が、
持続可能な農業を⽀えます。

植林と伐採の循環を管理し、バイオマ
スとして活⽤。環境に優しい国産エネ
ルギーの創造を⽬指します。

健全な漁業資源の循環と未利⽤資源の
有効活⽤を通じて、⽔産業の未来を守
ります。



実現したい
３つのこと

計画的な植林と伐採、そして⽊や⽵といった国産
の資源を上⼿に活かすことで、森はエネルギーを
⽣み出す場所になります。林業のデジタル化や⼈
材の育成にも⼒を⼊れ、森を未来の⼒に変えてい
きます。

これまで“捨てるしかなかったもの”に、もう⼀度
⽬を向けてみる。⽊くずや⾷品残渣、家畜の排せ
つ物などをうまく活かすことで、栄養ある⼟を育
て、燃料にも変える。⾃然の中で、無駄のない循
環をつくり直していきます。

誰がつくったのか、どう届けられたのか。その過
程が⾒えることで、⾷べる⼈も安⼼できます。⼈
⼯衛星の技術も取り⼊れながら、国内外で信頼さ
れる仕組みをつくり、⽇本のものづくりをまっす
ぐ世界へ届けていきます。

⽣産者と市場と消費者

循環の⾒直しと再定義

森林再⽣で純国産エネルギー創造
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農林⽔産振興機構
〒963-8071
福島県郡⼭市富久⼭町
久保⽥字⼄⾼72番地5

024-925-0353 024-983-5229
contact@j-affa.org

FAX

MailTEL

固体燃料

液体燃料 気体燃料
⾃動⾞の燃料
として利⽤
できます。

家畜の糞尿等から
メタンガス取り出し、
利⽤することが
できます。

薪や⽊炭など、
固体のまま
利⽤することが
できます。


